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新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月
11
日
、

消
防
団
員
を
は
じ
め
関
係
者
多
数
の
参
加
の

も
と
晴
れ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
屋
外
で
の
分
列
行
進
に
続
き
、
あ
い
こ
う

か
市
民
ホ
ー
ル
で
式
典
が
行
わ
れ
、
中
嶋
市

長
の
激
励
や
青
木
消
防
団
長
の
訓
示
、
来
賓

の
方
々
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
消
防
車
両
等
90
台
に
よ
る
防

火
パ
レ
ー
ド
や
、
各
地
域
に
お
い
て
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
今
年
１
年
間
、
災
害
の
な
い

年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
た
。

式典で感謝状・表彰状を受けられた主な方々
（敬称略）

消
防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び

�
滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

�

（
15
年
以
上
勤
続
退
職
団
員
）

元
隊
長

土つ
ち

山や
ま　

真し
ん

司じ

土
山

元
隊
長

冨と
み

増ま
す　

力よ
し

章あ
き

信
楽

元
分
団
長
藤ふ

じ

村む
ら　

和か
ず

之ゆ
き

水
口

元
分
団
長
岡お

か
む
ら村　
久ひ

さ
え
つ悦
水
口

元
分
団
長
保や

す

井い　
東は

る
み
つ光
水
口

元
分
団
長
前ま

え
だ田　
明あ

き
ひ
ろ博
土
山

元
分
団
長
藤ふ

じ
は
し橋　
勝か

つ
の
り則
甲
賀

元
分
団
長
小こ

や
ま山　
嘉よ

し
た
か孝
信
楽

元
分
団
長
髙た

か
は
た畑　
宏ひ

ろ
あ
き亮
信
楽

元
副
分
団
長

鵜う

飼か
い　

裕ゆ
う
す
け介
信
楽

元
部
長

平ひ
ら

子こ　
稔と

し
ひ
ろ洋
土
山

消
防
庁
長
官
表
彰　
永
年
勤
続
功
労
章

隊
長

増ま
す

田だ　
嘉よ

し
ひ
こ彦

甲
南

日
本
消
防
協
会
長
表
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功
績
章

隊
長

増ま
す

田だ　
嘉よ

し
ひ
こ彦
甲
南

日
本
消
防
協
会
長
表
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精
績
章

副
隊
長

安や
す

井い　
　
朗あ

き
ら

甲
南

副
隊
長

葛く
ず
は
ら原　
千か

ず

也や

信
楽

滋
賀
県
知
事
表
彰　
勤
続
功
労
章

団
員

竹た
け
む
ら村　
一か

ず

馬ま 
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南

団
員

服は
っ
と
り部　
　
太ふ

と
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信
楽

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
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功
績
章

副
隊
長

田た

中な
か　
重し

げ

哉や

甲
賀

分
団
長

竹た
け

田だ　
英え

い
い
ち一
水
口

分
団
長

黒く
ろ
か
わ河　
竜り

ゅ
う
じ次
土
山

分
団
長

森も
り　

　
繁し

げ
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土
山

分
団
長

中な
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井い　
義よ

し
た
か孝
甲
南

分
団
長
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や
し
だ田　
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お
ゆ
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楽

分
団
長

小こ

谷た
に
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い

ろ
以
呂
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楽

副
分
団
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は
ら原　
賢よ

し
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か貴
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楽

副
分
団
長
大お

お
た
に谷　
康や

す
ひ
ろ弘
信
楽

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰　
勤
功
章

副
分
団
長
福ふ

く
い井　
義よ

し
ひ
と人
水
口

副
分
団
長
西に

し
む
ら村　
和か

ず

也や

土
山

副
分
団
長
川か

わ
む
ら村　
哲の

り
ひ
ろ裕
甲
賀

副
分
団
長
山や

ま
し
た下　
　
貢み

つ
ぎ

甲
賀

副
分
団
長
杉す

ぎ
も
と本　
敬け

い
す
け介
信
楽

部
長

南み
な
み　
　
正ま

さ
ひ
ろ裕
土
山

部
長

岡お
か

田だ　
　
徹と

お
る

土
山

部
長

西に
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田だ　
哲て

つ
ゆ
き之
甲
南

部
長

植う
え

出で　
庄

し
ょ
う
て
つ徹
甲
南

部
長

谷た
に

井い　
直な

お
と
し利
信
楽

部
長

大お
お
は
ら原　
一か

ず
お男
信
楽

部
長
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し
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信
楽

部
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長
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あ
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ひ
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長
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さ
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部
長

髙た
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は
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ゅ
う
じ司
信
楽

部
長

幸こ
う

田だ　
匡た

だ

史し

信
楽

市
長
表
彰　
功
労
章

分
団
長

杉す
ぎ
も
と本　
良よ

し

樹き

信
楽

市
長
表
彰　
技
能
章

班
長

松ま
つ
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き　
和か

ず
ひ
こ彦
甲
賀

団
員

鈴す
ず

木き　
吉よ

し
の
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甲
賀

団
員

吉よ
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田だ　
智と

も
ゆ
き之
甲
賀

団
員

大お
お
ば
や
し
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真し

ん

也や

甲
賀

団
員
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ら
き木　
俊と

し
あ
き昭
甲
賀

団
員

藤ふ
じ

田た　
一か

ず
ひ
こ彦
甲
賀

団
員

藪や
ぶ　
　
重し

げ
ゆ
き行
甲
賀

班
長

河か
わ
じ
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俊

し
ゅ
ん
い
ち一
甲
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団
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宇う

の野　
孝た
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甲
南

団
員

中な
か
じ
ま嶋　
鉄て

つ

也や

甲
南

団
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ろ
よ
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甲
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団
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増ま
す

田だ　
敦あ

つ

史し

甲
南

班
長

坂さ
か
が
み上
世よ

し

き
志
樹
甲
南

市
長
特
別
表
彰

班
長

河か
わ
じ
り尻　
俊

し
ゅ
ん
い
ち一
甲
南

団
長
特
別
表
彰

班
長

橋は
し
も
と本　
忠た

だ
と
し俊
土
山

団
員

仲な
か

野の　
崇た

か
ひ
ろ宏
土
山

団
員

土つ
ち
や
ま山　
隼は

や

人と

土
山

団
員

澤さ
わ

田だ　
英え

い
じ治
土
山

団
員

太お
お

田た　
正ま

さ

史し

土
山

団
員

野の

尻じ
り　
宏ひ

ろ
の
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土
山

団
員

大お
お
も
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康や

す
ひ
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ひ
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俊と
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あ
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甲
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団
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藤ふ
じ

田た　
一か

ず
ひ
こ彦
甲
賀

団
員

藪や
ぶ　

　
重し

げ
ゆ
き行
甲
賀

班
長

河か
わ
じ
り尻　
俊

し
ゅ
ん
い
ち一
甲
南

団
員

宇う

の野　
孝た

か

志し

甲
南

団
員

中な
か
じ
ま嶋　
鉄て

つ

也や

甲
南

団
員

平ひ
ら

井い　
博ひ

ろ
よ
し善
甲
南

団
員

増ま
す

田だ　
敦あ

つ

史し

甲
南

班
長

坂さ
か
が
み上
世よ

し

き
志
樹
甲
南

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
30
年
勤
続
章　
１
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
20
年
勤
続
章　
２
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
10
年
勤
続
章　
58
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰　

精
励
章
（
銅
章
）　
56
名

滋
賀
県
消
防
協
会
甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰

　
功
績
章　
27
名

滋
賀
県
消
防
協
会
甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰

　
5
年
勤
続
章　
92
名

市
長
表
彰�

功
績
章　
31
名

�

精
勤
章　
87
名

滋
賀
県
消
防
協
会
甲
賀
広
域
支
部

２
０
１
４
夏
休
み

�

こ
ど
も
防
火
せ
ん
り
ゅ
う

　
こ
の
日
は
、
市
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に

募
集
し
た
「
夏
休
み
こ
ど
も
防
火
せ
ん
り
ゅ
う
」

の
表
彰
式
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
応
募
５
６
９
点

の
中
か
ら
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
３
人
の
児
童

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

甲
賀
市
長
賞

「
消
し
た
は
ず
」

�

　

そ
ん
な
言
い
訳　

さ
よ
う
な
ら

�

信
楽
小
学
校　
６
年　
上う

え
田だ　
灯あ

か
り里
さ
ん

甲
賀
市
教
育
長
賞

火
の
用
心　

油
断
の
心
が　

発
火
点

�

水
口
小
学
校　
６
年　
杉す

ぎ
も
と本　
善よ

し
ひ
こ彦
さ
ん

甲
賀
市
消
防
団
長
賞

消
し
た
か
な
？　

�

確
認
し
よ
う　

火
の
始
末
。

�

貴
生
川
小
学
校　
６
年　
船ふ

な
瀬せ　
創そ

う
太た

さ
ん

あなたも消防団に
入りませんか
　現在、甲賀市消防団には
１１７８人（うち女性１２人）が
所属しています。消防団では
火災や水害の出動をはじめ、
地域に密着し、市民の安心・
安全を守るための活動を展開
しています。
　あなたも消防団の一員とし
て、防災の知識や技術を身
につけ、地域の安心・安全
を守りませんか。興味を持た
れた方や、入団を希望される
方は、危機管理課までお問
い合わせください。

問
い
合
わ
せ

危機管理課　防災危機管理係
☎６５‐０６６５／ ６３‐４６１９

～
安
心
・
安
全
へ
の
決
意
新
た
に
～

�

平
成
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出
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楽

元
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長
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っ
と
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ょ
う
い
ち一

信
楽

元
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長

橋は
し
も
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久ひ
さ
し志

土
山

元
班
長

辻つ
じ　
　
忠た

だ
あ
き明
甲
賀

元
班
長

荒あ
ら
か
わ川　
康や

す
の
ぶ伸
甲
賀

元
班
長

中な
か
つ
じ辻　
　
剛

つ
よ
し

甲
南

元
班
長

中な
か
む
ら村　
昌ま

さ

史し

甲
南

元
班
長

加か

藤と
う　
誠せ

い
い
ち一
甲
南

元
班
長

村む
ら
も
と本　
篤あ

つ
の
り紀
甲
南

元
班
長

古ふ
る
た
に谷　

剛た
け
と
し敏

信
楽

滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

５
年
以
上
15
年
未
満

�

勤
続
退
職
団
員　
62
名

▲消防庁長官表彰

▲防火せんりゅうで表彰を受けた皆さん
　（前列左から：船瀬さん、杉本さん、中嶋市長、上田さん）

▲方面隊ごとの分列行進
▲甲南方面隊による一斉放水

▲団長特別表彰
2平成 27 年 2 月 1 日3 平成 27 年 2 月 1 日



　口蹄疫・高病原性鳥インフルエンザ等の家畜伝染病への防
疫対応を迅速に実施し、新たな発生とまん延を防ぐため、家畜
の所有者は飼養規模に関わらず、毎年２月１日現在の飼養状況
等を県知事に報告することが家畜伝染病予防法で義務付けられ
ています。

　平成２７年２月１日現在、上に記載されている報告対象の家畜
やペットを１頭 ( 羽 ) 以上飼育されている方は、所定の報告様式

（市ホームページに掲載）に記入し、農業振興課農産係まで必
ず提出してください。
※ 報告様式の取り寄せや、制度

について不明な点がありまし
たら、お問い合わせください。

自主活動センター きずな

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

自主活動センターきずな　運営協議会
〒528-0005　水口町水口５６７６番地
☎・ ６３‐７３１０
（不在の場合）
地域コミュニティ推進室
☎６５‐０６８７／ ６３‐４５５４

年間登録団体募集

「きずな」のルール
◇市内を拠点として活動する団体や

グループが、年間登録をすれば利
用できます。

◇政治・宗教・営利（塾や教室など）を
目的とした団体は利用できません。

◇管理人がいませんので、利用団体
の自主管理・自主運営となります。

◇「次に使う人の身になって」。ゴミ
やタバコの吸殻などはすべて持ち
帰りです。

ニワトリやヤギ等を
飼っている方は
定期報告を

問
い
合
わ
せ

農業振興課　農産係
☎６５‐０７１２／ 6３‐４５９２

報告対象の家畜 ( 小規模 ) やペット等
　◦牛・水牛・馬
　◦鹿・羊・ヤギ・豚・イノシシ
　◦ ニワトリ・アヒル・ウズラ・キジ・  

ほろほろ鳥・七面鳥・アイガモ
　◦ダチョウ

　
障
が
い
福
祉
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
き

「
甲
賀
市
第
２
次
障
が
い
者
基
本
計
画
・

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
」（
案
）
を
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
公
表
し
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
２
月
１
日（
日
）か
ら
３
月
２

日（
月
）ま
で

公
表
方
法
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、

障
が
い
福
祉
課
・
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
・

旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
閲
覧

意
見
を
提
出
で
き
る
方
／
市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方

意
見
の
提
出
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号（
市
外
在
住
で
市
内
勤
務
の
方
は
勤
務

先
、
在
学
の
方
は
学
校
名
）、
意
見
の
あ
る

ペ
ー
ジ
番
号
な
ど
を
明
記
し
、
閲
覧
場
所

へ
直
接
提
出
い
た
だ
く
か
郵
送（
3
月
2
日

必
着
）、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
各
施
設
で
の
閲
覧
は
２
月
２
日（
月
）以

降
と
な
り
ま
す
。

「
甲
賀
市
第
２
次
障
が
い
者
基
本
計
画
・

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
」（
案
）へ
の
ご
意
見
募
集

問い合わせ

障
が
い
福
祉
課

〒
５
２
８‐０
０
０
５
水
口
町
水
口
５
６
０
９
番
地

☎
６
５‐０
７
０
２
／

６
３‐４
０
８
５

koka10253800@city.koka.lg.jp

　

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
甲
賀
支
部
加
盟
３
社
（
㈱
滋
賀

運
送
甲
賀
・
㈱
マ
ル
キ
ュ
ー
物
流
・
丸
五
運
送
㈱
）
の
ご
協

力
に
よ
り
昨
年
10
月
に
お
目
見
え
し
た
観
光
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト

ラ
ッ
ク
に
は
、
甲
賀
流
忍
者
を
は
じ
め
市
内
の
観
光
資
源
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
忍
者
月
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
合
計
10
台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車

両
に
も
特
製
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
、
全
国
各
地
に
「
忍
者

の
日
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

観
光
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
も

�

「
忍
者
の
日
」
を
全
国
各
地
に
Ｐ
Ｒ

2
にんにんにん

月22日は

「
忍
者
の
日
」

「
忍
者
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
甲
賀
市
観
光
協
会
と
伊
賀
上
野
観
光

協
会
が
幹
事
と
な
り
、２
月
22
日
を
「
忍

者
の
日
」
と
し
て
記
念
日
に
登
録
し
ま

し
た
。

　
「
忍
者
の
日
」
を
記
念
し
、
２
月
２
日

（
月
）か
ら
22
日（
日
）ま
で
を
「
忍
者
月

間
」
と
し
て
、
全
国
的
に
「
忍
者
の
日
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

　
「
忍
者
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す

る
施
設
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
80
カ

所
以
上
。
公
式
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
入
っ
た
の
ぼ

り
が
目
印
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
や
割
引
き
な
ど
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ら
で
は
の
お
得
で
楽
し
い
企
画
が

満
載
で
す
。

　
忍
者
の
奥
深
い
世
界
を
の
ぞ
い
て
、
忍

者
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

甲
賀
流
忍
術
屋
敷
／
甲
賀
の
里
忍
術
村
／
㈱

忍
者
の
里
甲
南 

甲
南
Ｐ
Ａ
上
り
／
ラ
イ
ダ
ー

ハ
ウ
ス
神
戸
／
丸
安
茶
業
㈱
／
水
口
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
／
大
河
原
温
泉
か
も
し
か
荘
／
日

新
薬
品
工
業
㈱
／
く
す
り
学
習
館
／
み
の
り
産

業
／
宮
乃
温
泉
／
塩
野
温
泉
／
水
口
温
泉
つ
ば

き
の
湯
／
水
口
テ
ク
ノ
ス
フ
ァ
ー
ム
／
備
長
扇

屋 

甲
賀
水
口
店
／
信
楽
焼
・
明
山
窯
／
甲
賀

市
ひ
と
・
ま
ち
街
道
交
流
館　
ほ
か

公
式
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
目
印

趣
向
を
凝
ら
し
た

企
画
が
満
載

市
内
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
予
定
施
設

問い合わせ

甲
賀
市
観
光
協
会

☎
６
０‐２
６
９
０
／

６
０‐２
３
６
２

　
詳
し
く
は
「
忍
者
の
日
」
キ
ャン
ペ
ー
ン
公

式
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トhttp://222.ninja/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲のぼり

　
「
き
ず
な
」
は
、
利
用
者
が
自
主
的
に
管
理
を
し
な
が
ら
、

イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
３５
の
登
録

団
体
が
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
お
り
、「
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー

き
ず
な
運
営
協
議
会
」
で
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
使
い
や
す

い
ル
ー
ル
を
決
め
た
り
、
登
録
団
体
の
交
流
会
を
開
催
す
る

な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
自
由
な
活
動
場
所
を
探
し

て
い
る
皆
さ
ん
、
一緒
に
「
自
分
た
ち
の
家
」
と
し
て
利
用

し
ま
せ
ん
か
。

■
年
間
登
録
団
体
を
募
集

　

募
集
要
領
・
申
込
書
は
、
き
ず
な
・
市
役
所
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
室
・
旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。�

◇
募
集
締
切

　
３
月
1２
日（
木
）必
着
に
て
、
申
し
込
み
先
へ
提
出
。

■
年
間
登
録
の
説
明
会
を
開
催

　
年
間
登
録
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
／
３
月
８
日（
日
） 

10
時
～
1２
時

◇
場
所
／
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

■
ビ
ジ
タ
ー
利
用
募
集 

　
年
間
登
録
を
し
て
い
な
く
て
も
利
用
で
き
る
「
ビ
ジ
タ
ー
利

用
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
使
用
時
間
／
８
時
～
２２
時　

◇
ビ
ジ
タ
ー
利
用
で
き
る
団
体　

　
• 

市
内
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ（
け
い
こ

事
な
ど
の
団
体
も
利
用
で
き
ま
す
）

　
•
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

◇ 

使
用
1
カ
月
前
か
ら
、「
き
ず
な
」
１
階
の
国
際
交
流
協
会

事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
10
時
～
1７
時
３0
分
）

様々な活動が　行われています

4平成 27 年 2 月 1 日5 平成 27 年 2 月 1 日



交通災害共済イメージ
キャラクター　こうくん

こうくんのおともだち
さいちゃん

　
か
つ
て
水
口
町
宇
田
・
植
の
両
村
で
紺
屋
を

営
ま
れ
た
家
に
は
染
色
用
の
型
紙
が
約
二
千

枚
伝
わ
り
ま
し
た
。そ
の
文
様
は
小
紋
、中
形
、

そ
し
て
家
紋
を
施
し
た
も
の
ま
で
、
多
種
多
様

で
す
。
創
業
は
江
戸
時
代
後
期
で
明
治
末
年
、

遅
く
と
も
大
正
初
年
ま
で
型
染
め
を
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
三
重
県
鈴
鹿
市
白し

ろ

子こ

、

寺じ

け家
地
域
で
つ
く
ら
れ
た
「
伊
勢
型
紙
」
で

す
。
型
紙
に
捺
さ
れ
た
商
印
が
唯
一
の
手
が

か
り
と
な
り
ま
す
。
商
印
と
は
、
方
形
や
円

形
の
枠
の
中
に
、
型
紙
販
売
商
人
の
屋
号
と

店
舗
の
あ
る
場
所
名
を
入
れ
込
ん
だ
も
の
で
、

数
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
印
鑑
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
商
人
が
行
商
先
の
紺
屋
に
型
紙
を
置

き
、
翌
年
の
行
商
時
に
使
用
分
の
代
金
を
回

収
す
る
方
法
を
と
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
商

印
が
目
印
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。「
勢せ

い
し
ゅ
う州
／

白
子
／
形
屋
六
治
郎
」
ま
た
は
「
形
六
」
と

記
さ
れ
た
も
の
が
最
も
多
く
、
六
治
郎
と
い
う

伊
勢
白
子
の
商
人
が
鈴
鹿
の
山
を
越
え
て
甲

賀
水
口
ま
で
売
り
に
来
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

形
屋
六
治
郎
が
も
た
ら
し
た
伊
勢
型
紙
は

優
品
揃
い
で
す
。
な
か
で
も
文
様
の
主
要
な

部
分
を
表
す
「
主お

も
が
た型
」
と
補
助
的
役
割
の

「
消け

し
が
た型
」
の
２
枚
を
彫
り
分
け
、
順
に
型
付

け
を
行
う
追お

っ

掛か
け
が
た型
は
型
染
め
技
術
の
粋
と
も

い
え
る
で
し
ょ
う
。
型
紙
だ
け
で
も
鑑
賞
に
値

し
ま
す
が
、そ
の
型
を
用
い
て
染
め
た
着
物
は
、

さ
ぞ
か
し
華
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と

想
像
を
め
ぐ
ら
し
ま
す
。

　

型
紙
を
用
い
て
生
地
を
染
め
、
着
物
や
浴

衣
、
暖
簾
に
手
ぬ
ぐ
い
、
婚
礼
道
具
を
飾
っ
た

油ゆ

単た
ん

ま
で
、
村
の
紺
屋
は
注
文
に
応
じ
て
仕
立

て
た
の
で
し
ょ
う
。

問い合わせ

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
２‐７
１
４
１
／

６
３‐４
７
３
７

甲
賀
の
文
化
財

村
の
紺こ

う

屋や

さ
ん
と
伊
勢
型
紙

◀
消
型

◀
主
型

▶
復
元
図

vol.22
みんなでつくる安心・安全なまち

セーフコミュニティの認証に向けて
　セーフコミュニティは、世界共通の指標に基づき、
外傷（事故やけが）を効果的に予防し、誰もが健康でい
られる安心安全なまちをつくる取り組みです。セーフ
コミュニティの認証を取得するためには、その指標に
沿って外傷予防の取り組みを実施することと、審査行
事によって取り組みの内容や成果について審査員から
評価を受けること等が必要です。
　審査では、まず「外傷予防に効果がある活動をして
いること」が重要です。また、「活動内容が地域の特
性や課題に合っているか」「効果を測定・検証するしく
みがあるか」などの観点からも評価されます。さらに、

「住民主体で取り組んでいること」「連携していること」
「情報を積極的に発信し、取り組みの輪を広げること」
も大切なポイントです。
　平成２６年の秋冬には、神奈川県厚木市や埼玉県北
本市など様々な自治体で、セーフコミュニティの認証
に向けた審査行事が実施されました。
　審査行事は自治体間が相互に学び合う機会でもあ

問
い
合
わ
せ

危機管理課　セーフコミュニティ推進室
☎ 65‐0665／ 63‐4619

り、審査行事が盛んになるにつれ、国内の取り組みの
レベルは向上しています。また、審査員から自治体に
向けてコメントされる「啓発や教育だけでは不十分。
事故やけがが発生しないような環境をつくるよう検討
すること。」などの指導・助言を絶えず学び続けること
が必要となります。
　本市においては、平成２６年５月に事前審査（※１）を
実施し、現在は、５つのテーマ（①自殺の予防、②交
通安全、③高齢者の安全、④子どもの安全、⑤災害
被害の防止）についての取り組みを順次進めていると
ころです。これまで本市や他自治体の審査行事で学ん
だことを踏まえながら、今後実施する現地審査（※２）
に向けてさらに充実させていきますので、より多くの
皆さんの参加をよろしくお願いします。
※１　取り組みの中間評価として実施する審査
※２　取り組みを実施してから受ける認証のための正式な審査

対象となるひとり親家庭等の方は手続きを

問
い
合
わ
せ

こども応援課　児童家庭支援係
☎６５‐０７０５／ 6３‐４０８５

　児童の健やかな成長と学校生活の充実を願い、対象
となる世帯に入学支度金を支給します。

●支給対象
　平成２７年2月1日現在で市内に引き続き1年以上お
住まい（住民登録がある）で、平成２７年4月に小・中学
校に入学される児童を養育しているひとり親家庭、もし
くは両親のいない家庭の方。

●申請期間（期間後の申請はできません）
　2月2日（月）～2月２７日（金）
　8時30分～１７時１５分（土・日・祝除く）

●支給額
  小学校入学： 5,000円
  中学校入学：１0,000円

●その他
　・支給予定日は3月２７日（金）です

　これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年
金、労災年金、遺族補償など）を受給する方は、ひと
り親家庭等を対象とした児童扶養手当を受給できませ
んでした。
　法改正により、平成２６年１２月以降は、年金額が児
童扶養手当額より低い場合、その差額分の手当を受給
できるようになりました。

●新たに手当を受け取れるケース
　◇ お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢

年金を受給している場合
　◇ 父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみ

を受給している場合
　◇ 母子家庭で、離婚後に父が死亡しお子さんが低額

の遺族厚生年金のみを受給している場合　など

●その他
　・手当は申請の翌月分から支給されます。

ひとり親家庭等入学支度金を支給 児童扶養手当の受給対象が拡大

平
成
27
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入

受
付
開
始
の
お
知
ら
せ

　

交
通
災
害
共
済
は
、
一
人
ひ
と
り
が

少
し
ず
つ
掛
金
を
出
し
合
い
、
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
に
見
舞
金
を

送
っ
て
支
え
合
う
、
県
内
全
市
町
で
行
っ

て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
方

◇
市
内
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

◇
市
内
に
勤
務
・
在
学
さ
れ
て
い
る
方

年
間
掛
金

◇
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

申
込
期
間

◇
２
月
２
日（
月
）～

共
済
期
間

◇
４
月
１
日（
水
）～
平
成
２8
年
３
月
３1
日（
木
）

※
途
中
加
入
も
可
能
で
す
。

加
入
方
法

　
各
区
・
自
治
会
を
通
じ
て
、
各
世
帯
に
加

入
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所

窓
口
や
申
込
先
金
融
機
関
窓
口
に
も
申
込
書

を
備
え
付
け
ま
す
。

※
振
込
で
な
く
直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
窓
口

◇
市
役
所
の
窓
口

水
口
庁
舎
内
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー

◇
金
融
機
関
（
甲
賀
市
内
の
本
・
支
店
）

滋
賀
銀
行
・
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
・
滋
賀

県
信
用
組
合
・
甲
賀
農
業
協
同
組
合
・
湖

東
信
用
金
庫
・
滋
賀
県
民
信
用
組
合
・
近

畿
労
働
金
庫

見
舞
金
の
お
支
払
い

　
共
済
期
間
内
に
道
路
で
起
き
た
車
両
等
に

よ
る
事
故
で
ケ
ガ
を
さ
れ
た
場
合
、
通
院
１

日
目
か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

見
舞
金
額

　　
2
万
円
か
ら
最
高
１
０
０
万
円
（
死
亡
時
）

※
ケ
ガ
の
程
度
に
よ
り
金
額
は
変
わ
り
ま
す
。
事

故
の
状
況
等
に
よ
り
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

生
活
環
境
課　
生
活
交
通
係

☎
６
５‐０
６
８
６
／

６
３‐４
５
８
２

【申請場所】　市民窓口センター、旧支所の地域市民センター
※対象者に個別通知は行いません。
※受給には必ず申請が必要です。
※詳しくは右記までお問い合わせください。
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まち
 かど

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
毎
年
、
年
越
し
の
和
太
鼓
演
奏
な
ど
で

賑
わ
う
矢
川
神
社（
甲
南
町
森
尻
）の
初
も

う
で
。
今
年
は
元
旦
か
ら
六
日
ま
で
の
間
、

二
頭
の
ヒ
ツ
ジ
が
参
拝
さ
れ
る
皆
さ
ん
を

お
出
迎
え
し
ま
し
た
。
こ
の
二
頭
は
、
今

年
の
干
支
に
ち
な
ん
で
、
成
田
牧
場（
甲

南
町
新
治
）か
ら
出
張
し
て
く
れ
た
そ
う

で
す
。

　

思
わ
ぬ
出
迎
え
に
、
撮
り
初
め
、
写
り

初
め
に
と
記
念
写
真
を
パ
チ
リ
。

　

大
雪
で
寒
さ
身
に
染
む
年
の
初
め
に
、

心
和
ま
せ
て
く
れ
る
一
コ
マ
で
し
た
。

　

雲
井
自
治
振
興
会
で
は
、
1２
月
４

日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
雲
井

地
区
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
牧
公

民
館
に
お
い
て
、
通
学
合
宿
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
合
宿
は
、
小
学
生
が
自
分
た

ち
で
身
の
回
り
の
こ
と
を
し
な
が
ら

学
校
へ
通
う
と
い
う
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
自
主
自
立
を
促
し
、
地
域

の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
目
的

で
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
２1
人
が

参
加
し
、
夕
食
の
準
備
や
片
づ
け
を

し
た
り
、
宿
題
を
し
た
り
、
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
充
実
し

た
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

　
横
尾
橋
付
近
の
野
洲
川
沿
い
で
11
月
２1
日
、「
鮎
河
の
桜
を
守
る

会
」が
中
心
と
な
り
、
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
は
、
株
式
会
社
ジ
ー
テ
ク
ト
さ
ん
か
ら「
生
き
物
多
様

性
活
動
事
業（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」の
一
環
と
し
て
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
木

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
実
施
し
た
も
の
で
す
。
当
日
も
、
数
名
の
社

員
の
方
が
植
樹
に
参
加
さ
れ
、
地
元
有
志
と
と
も
に
汗
を
流
さ
れ
ま

し
た
。

　
数
年
後
に
は
、
川
沿
い
一
面
に
美
し
い
花
が
咲
く
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

ヒ
ツ
ジ
に
迎
え
ら
れ
初
も
う
で

●
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

桜よ、大きくなあれ
●鮎河地域市民センター

地域防災に備えて

　
み
な
く
ち
自
治
振
興
会
の
安
心
・
安
全
委
員
会
が
、「
防
災
か

ま
ど
ベ
ン
チ
」を
２
次
避
難
所
の
水
口
小
学
校（
３
基
）、
城
山

中
学
校（
２
基
）、
水
口
北
保
育
園（
１
基
）、
水
口
東
部
・
北
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
各
１
基
）に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
ベ
ン
チ
は
、同
委
員
会
が
毎
年
度
開
催
さ
れ
て
い
る「
防

災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
」の
継
続
事
業
の
一
環
で
、
多
く
の
参

加
者
の
手
に
よ
っ
て
製
作
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
非
常
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
防
災
訓
練
な

ど
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
も
い
通
学
合
宿

●
雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

●水口地域市民センター

▶
み
ん
な
で
協
力
し
て
夕
食
の

準
備

▲丁寧にレンガを積む作業（城山中学校）

▲干支のヒツジとともに記念写真

▶
植
樹
作
業
に
汗
を
流
す
参
加
者

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
熱
く
な
る
　
甲
賀
の
ま
ち
づ
く
り

～
繋
が
り
ま
す
　
甲
賀
で
活
躍
・
活
動
す
る
市
民
活
動
団
体
～

　
私
は
、
地
域
の
親
子
が
気
軽
に
集
い
、
繋
が
り
、
交
流
で
き
る
場
を
作
ろ
う
と
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
「
Cチ
ア

ー

ズ

H
E
E
R
S 

Sス
テ

ー

シ

ョ

ン

T
A
T
I
O
N
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
、
私
た
ち
の
よ
う
な
サ
ー

ク
ル
や
、
市
内
で
活
動
・
活
躍
す
る
人
、
団
体
の
間
で
少
し
ず
つ
連
携
が
始
ま
り
、
甲
賀
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

安
あ

達
だ ち

みのり

こうかまちかど
特派員

「
わ
い
わ
い
甲
賀
楽
交
講
座
」
の
お
問
い
合
わ
せ

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
５‐0
6
8
7
／

６
３‐4
5
5
4

わ
い
わ
い
甲こ

う
か
が
っ
こ
う
こ
う
ざ

賀
楽
交
講
座
が

�

ま
ち
づ
く
り
の
一
歩

「
繋
が
る
M
A
P
」
で
連
携
を
強
め
た
い

連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
に
期
待

　
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
す
る
人
材

の
育
成
を
目
的
に
、
平
成
２5
年
度
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
る
「
わ
い
わ
い
甲
賀
楽
交
講
座
」。

講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
先
進
地
研
修
な

ど
全
7
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
「
ま
ち
づ

く
り
の
最
初
の一歩
」
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け

づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２5
年
度
の
受
講
生
か
ら
は
、
思
い
を

同
じ
く
す
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
３
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

一つ
が
、
市
民
団
体
の
繋
が
り
や
交
流
を
目
的

と
す
る
「
地
域
交
流
チ
ー
ム
」
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動
は
、「
わ
い
わ
い
甲

賀
楽
交
講
座
」
修
了
後
も
継
続
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り

の
為
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
受

講
生
自
ら
が
企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
交
流
チ
ー
ム
で
は
、
東
近
江
市
で
先
進
的
に

行
わ
れ
て
い
る
「
魅み
ち
ぶ
し
ん

知
普
請 

曼ま
ん
だ
ら

荼
羅
」
と
い
う
取
り

組
み
に
着
目
。
地
域
で
活
動
す
る
団
体
を
図
上
に「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
で
・
だ
れ
が
・
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
が
一
目
で
分
か
る

た
め
、
活
動
団
体
の
連

携
に
た
い
へ
ん
役
立
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

甲
賀
市
で
も
こ
の
よ

う
な
マ
ッ
プ
の
必
要
性

を
感
じ
た
地
域
交
流
グ

ル
ー
プ
で
は
、今
後
「
繋

が
る
M
A
P
」
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
地
域
団

体
の
連
携
を
強
め
て
い

き
た
い
と
意
気
込
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

▲わいわい甲賀楽交講座の風景

▶
東
近
江
市
の「
魅
知
普
請 

曼
荼
羅
」

　
熱
い
思
い
を
持
つ
人
や
団
体
が
出
会
い
、
繋
が
る

こ
と
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

繋
が
り
が
大
き
く
膨
ら
む
こ
と
で
、
甲
賀
市
全
体

が
ど
ん
ど
ん
熱
く
盛
り
上
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

や
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
紹
介
し
た
講
座
や
、
地
域

交
流
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
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で あ い こ う か

D E A I  K O K A

人
生
を
真
っ
直
ぐ
精
一
杯
に平

成
27
年
甲
賀
市
成
人
式

　
平
成
２７
年
甲
賀
市
成
人
式
が

１
月
11
日
、
あ
い
こ
う
か
市
民

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
成
人
を

迎
え
た
1
，0
8
4
人
の
新
た

な
門
出
が
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
、
西に

し

村む
ら

慧け
い

さ
ん
と
奥お

く

田だ

梨り

乃の

さ
ん
が

「
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
抱

き
、
人
生
を
真
っ
直
ぐ
精一杯

進
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
、
力
強
く
決
意
を

述
べ
、
大
人
と
し
て
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
を
祝
う
歌
声

　

二
つ
の
「
成
人
式
」

が
開
催
さ
れ
た
こ
の
日

の
特
別
企
画
と
し
て
、

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル
と
碧
水
ホ
ー
ル
で
同

時
に
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交

響
曲
第
九
番
「
歓
喜

の
歌
」
が
合
唱
さ
れ
ま

し
た
。

　

両
会
場
は
ラ
イ
ブ

中
継
で
結
ば
れ
、
市

制
施
行
10
周
年
と
10

歳
、
２0
歳
そ
れ
ぞ
れ
の

節
目
を
歌
声
で
祝
い
ま

し
た
。

二
十
歳
の
自
分
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

未
来
に
つ
な
ぐ
１に

ぶ
ん
の
い
ち

／
２
成
人
式

　

成
人
式
の
行
わ
れ
た
1
月
11
日
、
市
内
の
小
学
４
年
生

（
10
歳
）
児
童
ら
お
よ
そ
4
5
0
人
が
参
加
し
、
１
／
２
成

人
式
が
碧
水
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
10
周
年
を

記
念
し
、
10
歳
の
児
童
ら

が
二
十
歳
の
自
分
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
に
託
し
、
ホ
ー

ル
の
前
庭
に
埋
め
た
後
、

音
楽
鑑
賞
や
合
唱
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

プロ野球に進む今の心境は？
植田： 小さい頃から応援し、憧れだった球団に入団でき

たことはたいへん嬉しく、身が引き締まりますが、
これからが本当の勝負です。プロの先輩に早く
追いつけるよう、自主トレやキャンプでは、しっか
り走り込みたいと思います。

プロ野球選手としての目標は？
植田： 少しでも早く一軍に上がり、チームの中心選手と

なって、将来的にはゴールデングラブ賞を獲れる
ような守備の要になることが目標です。

甲賀市出身の初のプロ野球選手になりますが？
植田： 一軍で長く活躍して、出身地の甲賀市が有名に

なるように頑張りたいと思います。皆さんから応
援される選手になりたいです。

　50ｍを5.8秒で駆けぬける俊足と、堅い守備が自身
の持ち味と語る植田選手。高校時代に大活躍した思い
出深い甲子園球場を舞台に、走・攻・守そろったプレー
で多くのプロ野球ファンを魅了してくれる日が待ち望
まれます。
　地元出身の植田海選手を、皆さんもぜひ注目してく
ださい。

▶
二
つ
の
会
場
で
同
時
に
合
唱

▲思い思いに筆を走らす参加者

▲親子で作る未のクラフト▲ 10 万人目の来館者となった早井さんご夫妻

個性あふれる干支のクラフト

みなくち子どもの森　クラフト教室

　木を使ったクラフト教室がこのほど、みなくち子どもの森
で開かれ、市内の親子連れなど約20人が参加しました。
　新年の干支・ひつじの型に切り抜かれた木材に色を塗り、
木工ボンドで部品を貼り合わせる手軽なクラフトで、サポー
ト役の「コゲラの会」メンバーから手ほどきを受けながら、
1時間あまりで完成させました。
　かわいくカラフルなものから、木の模様を活かして羊毛
の質感を表現した本格派まで、作り手の個性を映した作品
が勢ぞろいしました。

筆
に
新
年
の
抱
負
を
込
め
て

新
春
か
き
ぞ
め
大
会

　

新
春
か
き
ぞ
め
大
会
が
1
月
6
日
、
か

ふ
か
生
涯
学
習
館
で
行
わ
れ
、
小
学
1
年
生

か
ら
6
年
生
ま
で
２5
人
の
児
童
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
か
き
ぞ
め
用
紙
の
ほ
か
、
カ

ラ
ー
紙
や
凧
な
ど
も
用
意
さ
れ
、
新
年
の

抱
負
や
正
月
に
因
ん
だ
言
葉
、
好
き
な

文
字
な
ど
、
参
加
者
が
思
い
思
い
に
筆
を

走
ら
せ
た
個
性
豊
か
な
力
作
が
並
び
ま

し
た
。

　
最
後
に
は
、
ほ
う
き
筆
と
呼
ば
れ
る
背
丈

ほ
ど
の
大
き
な
筆
を
使
い
、
一
筆
ず
つ
交
代

し
な
が
ら
「
ひ
つ
じ
」
の
文
字
が
元
気
よ
く

書
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　植田選手は、甲南第二小
学校2年生時にスポーツ少
年団で野球を始め、近江高
校の3番・遊撃手として出場
した昨夏の全国高校野球選
手権大会では、堅実な守備
に加えて打率.571、3打点、
3盗塁の好成績で甲子園球
場を沸かせました。
　昨秋のドラフト会議で阪神タイガースから指名され、プロ
野球の世界に挑む意気込みを、植田選手にお伺いしました。

甲賀市出身の初のプロ野球選手

阪神タイガース

植
う え だ

田　海
か い

　選手

▶
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
中
嶋
市
長
と
握
手
を

交
わ
す
植
田
選
手

▲タイムカプセルを埋める児童 ▲新成人の決意を述べる西村さんと奥田さん

リニューアル後の来館者が10万人に

大河原温泉かもしか荘

　平成２5年7月にリニューアルオープンした大河原温
泉かもしか荘の来館者が1月14日、10万人に達し、記
念セレモニーが行われました。
　10万人目の来館者となった大津市在住の早

は や

井
い

博
ひろし

さ
ん、昭

て る

代
よ

さんご夫妻は、「うぐい川の桜など鈴鹿の大
自然に囲まれた環境が気に入り、多いときは月に２回
は訪れます。」と話されるほどのリピーターだそうです。
　早井さんのようなファンを増やし、多くの観光客を
迎える拠点として、かもしか荘には地域の期待が寄せ
られています。

歓
喜
の
歌
で
つ
な
が
れ
た

�

二
つ
の
「
成
人
式
」
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情報のまど
information

情報のまど
information

催 

し 
event

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）�

「
長
寿
の
星（
カ
ノ
ー
プ
ス
）を
み
て
み
よ
う
」

＊＊＊
日
時
／
2
月
14
日（
土
）19
時
３0
分
～
２1
時
３0
分

＊＊＊
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

＊＊＊
内
容
／
天
体
の
お
話
、
天
王
星
な
ど
の
観
望

＊＊＊
申
込
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

＊＊＊
締
切
／
2
月
1３
日（
金
）　
先
着
２0
人

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
あ
り
。

※
十
分
な
防
寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
・
申
／ 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８

－

４
１
０
０　

８
８

－

５
０
５
５

�

信
楽
高
原
鐵
道
盆
梅
列
車
を
運
行�

〜
地
元
愛
好
家
が
育
て
た
盆
梅
が
車
内
に
〜

　
梅
の
香
り
と
と
も
に
早
春
の
雰
囲
気
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

＊＊＊
期
間
／
2
月
14
日（
土
）か
ら
3
月
8
日（
日
）

の
土
日（
1
日
6
往
復
）

※
2
月
14
日（
土
）か
ら
3
月
10
日（
火
）ま
で
、

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
東
別
館
で
盆
梅
展

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
・
申
／
信
楽
高
原
鐵
道
株
式
会
社

☎
８
２

－

３
３
９
１　

８
２

－

３
３
２
３

�

小
学
生
の
た
め
の
国
際
理
解
講
座�

世
界
ま
な
び
じ
ゅ
く
2
0
1
4�

第
3
回　
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
作
ろ
う

＊＊＊
日
時
／
2
月
２２
日（
日
）10
時
～
1２
時

＊＊＊
場
所
／
水
口
中
央
公
民
館　
調
理
室

＊＊＊
対
象
／
小
学
生（
大
人
の
参
加
も
歓
迎
）

＊＊＊
定
員
／
２0
人

＊＊＊
参
加
費
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
会
員　

３
０
０
円
・
非
会
員
５
０
０
円

＊＊＊
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

＊＊＊
申
込
締
切
／
2
月
10
日（
火
）　

問
・
申
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会（
月
～
金
10
時

～
1７
時
３0
分
）

☎
・

６
３

－

８
７
２
８

�

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館　

�

な
つ
か
し
の
わ
ら
細
工
体
験
教
室

＊＊＊
日
時
／
3
月
8
日（
日
）10
時
～
1２
時

＊＊＊
場
所
／
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

＊＊＊
内
容
／
稲
わ
ら
を
使
っ
た
体
験
教
室（
縄
な
い
・

俵
編
み
・
わ
ら
草
履
づ
く
り
）

＊＊＊
対
象
／
小
学
生
以
上　
先
着
15
人

＊＊＊
参
加
費
／
２
０
０
円　

＊＊＊
申
込
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で

問
・
申
／
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館（
月
・
火
休
館
）

☎
・

８
６

－

７
５
５
１

�

国
際
理
解
推
進
事
業�

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー�

「
や
さ
し
い
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

＊＊＊
講
師
／
土ど

井い

佳よ
し

彦ひ
こ

さ
ん（
多
文
化
共
生
リ
ソ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
東
海
代
表
理
事
）

＊＊＊
日
時
／
2
月
２8
日（
土
）14
時
～
16
時
３0
分

＊＊＊
場
所
／
水
口
中
央
公
民
館　
鹿
深
ホ
ー
ル

＊＊＊
定
員
／
60
人　
※
参
加
無
料

問
・
申
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会（
月
～
金
10
時

～
17
時
30
分
）

☎
・

６
３

－

８
７
２
８

�

甲
賀
・
湖
南
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム�

「
食
育
」
の
実
践
・
定
着
を

＊＊＊
日
時
／
2
月
19
日（
木
）1３
時
３0
分
か
ら
16
時

＊＊＊
場
所
／
甲
賀
合
同
庁
舎
４
階　
４
Ａ
・
Ｂ
会
議
室

＊＊＊
内
容
／
①
講
演
：「
学
校
給
食
に
お
け
る
地

産
地
消
と
食
育
活
動
」　
講
師
：
元
兵
庫
県

宍
粟
市
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
教
諭　
田と

う

路じ　

永え
い

子こ

氏　
②
活
動
事
例
紹
介

＊＊＊
定
員
／
１
０
０
人　
※
参
加
無
料

＊＊＊
申
込
／
2
月
9
日（
月
）ま
で
に
、
氏
名
と
連

絡
先
を
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。

問
・
申
／
甲
賀
・
湖
南
食
育
推
進
連
絡
会
議（
甲

賀
農
業
農
村
振
興
事
務
所
内
）

☎
６
３

－

６
１
２
７　

６
３

－

２
９
８
３

�

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー�

「
あ
な
た
は
、お
酒
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
」

＊＊＊
日
時
／
2
月
２8
日（
土
）14
時
か
ら
16
時�

※
参
加
費
無
料

＊＊＊
場
所
／
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
・
共
同
福
祉
施
設
教

養
文
化
室（
駐
車
場
有
）

＊＊＊
内
容
／
体
験
発
表
・
基
調
講
演
「
あ
な
た
は
、

お
酒
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
」
講
師　
（
一
社
）

水
口
病
院　
安あ

ん

東ど
う　
毅つ

よ
し
医
師

問
／
滋
賀
県
断
酒
同
友
会
事
務
局

☎
・

０
７
４
９

－

５
５

－
０
６
６
１

�

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
か
ら
の
ご
案
内

①
き
ま
ぐ
れ「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」（
短
時
間
の
自
然
観
察
ガ
イ
ド
）

＊＊＊
日
時
／
2
月
15
日（
日
）14
時
か
ら
15
時

＊＊＊
場
所
／
自
然
館
前
に
集
合　

＊＊＊
申
込
／
不
要
。
先
着
15
人
。
※
無
料

②
自
然
館　
冬
季
特
別
展「
地
球
の
お
く
り
も
の
」

　
水
口
町
在
住
の
福ふ

く

井い

龍た
つ

幸ゆ
き

さ
ん
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
、
甲
賀
地
域
を
中
心
に
採
集
さ
れ
た
魅
力

的
な
鉱
物
を
展
示
し
ま
す
。

＊＊＊
期
間
／
3
月
8
日（
日
）ま
で（
休
館
日
：
月

曜
と
2
月
1２
日（
木
））

＊＊＊
費
用
／
入
館
料（
大
人
２
０
０
円
、小・中
学
生
１
０
０
円
）

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
6
3

－

6
7
1
2　

6
3

－

0
4
6
6

�

男
女
共
同
参
画
講
座�

仕
事
に
活
か
す
女
子
力�

〜
女
性
の
活
躍
＆
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
〜

＊＊＊
日
時
／
2
月
２4
日（
火
）1３
時
～
15
時

＊＊＊
場
所
／
喫
茶「
お
わ
し
す
」（
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
内
）

＊＊＊
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
／
仲な

か

村む
ら

直な
お

美み

さ
ん（
大
塚

電
子
株
式
会
社　
滋
賀
工
場
長
）

＊＊＊
対
象
／
働
い
て
い
る
女
性　

＊＊＊
定
員
／
２0
人

＊＊＊
持
ち
物
／
名
刺・喫
茶「
お
わ
し
す
」で
の
飲
物
代（
3
5
0
円
）

＊＊＊
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
氏
名・連
絡
先
）で

問
・
申
／
人
権
推
進
課　
人
権
政
策
係

☎
６
５

－

0
6
9
4　

６
３

－

4
5
8
2

お
し
ら
せ 

notification

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か�

〜
自
営
業
者
等
に
、
よ
り
有
利
な
年
金
を
〜

　
国
民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
・
申
・
資
料
請
求
／
滋
賀
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２
ま
た
は�

０
７
７

－

５
２
５

－

９
８
２
１

�

創業33年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200 甲 賀 市 甲 南 町 池 田 2 3 8 6

快適で安心な  “木の家づくり
”新築　増改築　リフォーム　古民家再生

創業56年 田 中 一 級 建 築 士 事 務 所

㈱ 田 中 工 務 店
TEL 86-3669　FAX 86-5021

どのような小さな工事でもお気軽にご相談ください
一生懸命心をこめてお手伝いさせていただきます

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

28 土 8:30～17:00 第45回日本少年野球春季大会支部予選

3／１ 日 8:30～17:00 第45回日本少年野球春季大会支部予選

甲賀市民スタジアム　2月　利用予定

多目的グラウンド　2月　利用予定

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

1・15 日 9:00～17:00 高円宮杯　U-15サッカーリーグ2015滋賀

14 土 8:30～17:00 甲賀市　U12リーグ

陸上競技場　2月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

7・8・
14・15・
21・22・

28

土・日 9:00～16:00 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会

水口スポーツの森へ行こう
2月の催し

●年間予約していない一般利用者のための確保日（５月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）……５月６日（祝）・16日（土）
　・多目的グラウンド……………５月６日（祝）・16日（土）
5月分の利用申し込み締切日：２月24日（火）　※抽選日：3月１日（日）

問／水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

職員募集!!新しい施設で働きませんか！！
特別養護老人ホーム　レーベンはとがひら（新設）
平成27年６月オープンに付き“介護職員”大募集！！
勤 務 地：甲賀市水口町水口6837－2（幸ヶ平バス停近く）
職 種： 介護業務　40名（経験者歓迎）パート勤務も相談に応じます。
勤 務：シフト制（夜間勤務有り）　資格・年令／不問
採用時期：平成27年５月予定（勤務時期相談に応じます）

【応募先】   当法人事務局まで、お電話下さい。  ☎ 0748-72-4705  
  美松苑・ヴィラ十二坊（同時職員募集）  採用担当　富士原・高野

社会福祉法人 近江和順会　湖南市針1325番地（法人事務局）

12平成 27 年 2 月 1 日13 平成 27 年 2 月 1 日



伊賀市 甲賀市 亀山市

vol.49

　中心市街地の本町通り周辺を中心に、町家や商
店など約60カ所で新旧さまざまなひな人形を展示
します。飲食店や和菓子店では、ひな祭りをテー
マにしたランチメニューやお菓子などを販売しま
す。期間中は、このほか楽しい企画が盛りだくさ
んです。

【期間中のイベント】
クイズ＆スタンプラリー／着物で歩こう城下町／
おひなさん制作体験／なりきりおひなさま体験／
雛見茶会／絵手紙・俳句の展示など

と 　 き　２月21日（土）～3月3日（火）
と こ ろ　伊賀市上野本町通り周辺
アクセス　伊賀鉄道上野市駅下車すぐ
問 合 先
伊賀市観光戦略課　☎0595-22-9670（平日）
伊賀上野観光協会　☎0595-22-9695（土・日）

東海道のおひなさま　亀山宿・関宿 伊賀上野・城下町のおひなさん

～ひな人形を訪ねてまち歩き～ ～ひな人形が春を告げる～
　東海道「亀山宿」と「関宿」の街道沿いに、愛らし
いおひなさまが飾られます。
　期間中は、亀山市の特産品などが当たる「手形ス
タンプラリー」やウォーキングなど、多彩なイベン
トが満載で、3月１日（日）には、関宿ひなまつり
市が開催されます。おひなさまを眺めながら早春
の東海道を散策してみませんか。

と 　 き　２月８日（日）～3月８日（日）
と こ ろ　 亀山宿…本町～布気町 

関宿…関町木崎～関町新所
アクセス　 亀山宿…JR亀山駅下車北へ徒歩約10分

関宿…JR関駅下車北へ徒歩約５分
問 合 先　 東海道のおひなさま実行委員会（亀山市

観光協会内）　☎0595-97-8877 
市民文化部関支所観光振興室  
☎0595-96-1215

亀山市 伊賀市

編
集
後
記

　

２
月
に
入
る
と
プ
ロ
野
球
の
各
球
団
は
一

斉
に
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
し
、
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
開

幕
に
向
け
た
チ
ー
ム
作
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
甲
賀
市
出
身
の
初
の
プ
ロ
野
球
選
手
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
・
植う

え

田だ

海か
い

選
手
も
、
大

き
な
目
標
に
向
け
て
プ
ロ
生
活
が
本
格
始
動

で
す
。

　

目
標
と
言
え
ば
、
昨
年
６
月
１
日
号
の
本

紙
で
紹
介
し
た
Ｊ
Ｒ
Ａ
騎
手
の
松ま

つ

若わ
か
ふ
う風

馬ま

さ

ん
が
「
目
標
は
新
人
賞
」
の
言
葉
通
り
、
年

間
４７
勝
を
挙
げ
「
Ｊ
Ｒ
Ａ
賞
最
多
勝
利
新
人

騎
手
」
を
見
事
に
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
が
始
ま
り
早
や
一
か
月
。
年
初

に
一
年
の
目
標
を
掲
げ
た
皆
さ
ん
、
そ
の
進

捗
具
合
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

熊

編集・発行
●甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650　 0748－63－4554
●甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
◯上下水道部
　☎0748－86－8000　 0748－86－8032
◯教育委員会
　☎0748－86－8002　 0748－86－8380
●市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621　 0748－63－4086

●土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101　 0748－66－1564
●甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地４）
　☎0748－88－4101　 0748－88－3104
●甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161　 0748－86－8029
●信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121　 0748－82－3415
※ 上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域市民センターで、従来の
　支所機能を有します。

業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

市
営
駐
車
場
の
ご
利
用
を

駐車場名 利用料／月 問合せ・申込み

甲賀駅南駐車場
3,000円

生活環境課
☎６５‐0６８６

６3‐４５８２
甲南駅前

自動車駐車場

油日駅前駐車場 3,000円 油日駅を守る会
☎８８‐５８７9

甲南駅前駐輪場

自転車
１,５00円

原　付
１,８00円

甲南駅前駐輪場
☎８６‐0５90

６：１５～9：１５／
１3：00～１４：00／
１８：30～２0：30

相 

談 
talk

信
楽
中
央
病
院　
健
康
塾

＊＊＊
日
時
／
2
月
18
日（
水
）14
時
～
16
時

＊＊＊
場
所
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー　
2
階

＊＊＊
内
容
／
講
座
「
ア
レ
ル
ギ
ー
」
ア
レ
ル
ギ
ー
と

の
上
手
な
暮
ら
し
方　
※
参
加
無
料

＊＊＊
講
師
／
病
院
ス
タ
ッ
フ　
他

＊＊＊
定
員
／
約
２0
人（
前
日
ま
で
に
要
申
し
込
み
）

問
・
申
／
信
楽
中
央
病
院

☎
８
２

－

０
２
４
９　

８
２

－

３
０
６
０

�

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

＊＊＊
日
時
／
2
月
4
日（
水
）1３
時
３0
分
～
16
時
３0

分（
受
付
16
時
ま
で
）

＊＊＊
場
所
／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

＊＊＊
定
員
／
予
約
制
で
先
着
6
人（
1
人
約
３0
分
）

　
※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－
１
１
５
１　

６
３

－

０
１
７
３

※ 詳しくはお問い合わせください。申込
み多数の場合は抽選となります。
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「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ
http://www.facebook.com/city.koka

行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映してい
ますので、ぜひご覧ください。（※あいコム
こうか光テレビの有料契約が必要となります）

甲賀市の人口の推移

総数 92,836 （-53）人

男 46,157 （-32）人

女 46,679 （-21）人

世帯数 33,827 （-20）世帯

H26.12.31 現在　（ ）内は前月比

２月の延長窓口は
3 日、10 日、17 日、24 日です。

　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民
センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発行
等を夜の７時まで延長しています。
※ ただし、延長窓口ではお受けできない業務が

ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
☎ 65‐0683 65‐6338
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サンタクロースがやってきた
山内保育園　5 歳児　土

つ ち

山
や ま

　駿
しゅん

人
と

さん

楽しかった沖縄の海
城山中学校　3 年生　藤

ふ じ

田
た

　侑
ゆ う

吾
ご

さん

リ
ア
ル
を
求
め
て

甲
南
第
一
小
学
校　
６
年
生　

武た
け

村む
ら　
桃も

も

花か

さ
ん

私の「であい・こうか八景」 「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコンテストに
ご応募いただいた作品を紹介します。

問い合わせ ： 広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

村
む ら か み

上富
ふ み お

美夫
（甲南町希望ヶ丘）

［撮影場所：甲南町野川］

村む
ら
か
み上

富ふ

み

お

美
夫

（
甲
南
町
希
望
ヶ
丘
）

［
撮
影
場
所
：
水
口
神
社
］

岡お
か
も
と本

一い
っ

高こ
う

（
京
都
府
八
幡
市
）

［
撮
影
場
所
：
土
山
宿
］

豊かな田園
「里山の春」

甲
賀
の
に
ぎ
わ
い

「
宵
宮
の
華
」

東
海
道
の
道
し
る
べ

「
旧
東
海
道
を
ゆ
く
」

富
と み も と

本武
た け

且
と も

（水口町山）
［撮影場所：水口城］

甲賀の里を望む
「春の水口城」


